




































































1992, S. 631f. チャリティ，フィランスロピー，そしてウェルフェアが，英・仏・独語においてそれぞれいかに異
なる概念として用いられているかについては，以下の比較分析を参照。Weber, 2009, S. 21 ff.
盻 Adam, 2004b, S. 3.
眈 こうしたドイツの現状については，以下を参照。坪郷，2007，Zivilgesellschaft. Engagement zwischen Staat
und Markt, 2009.































史と社会』誌の特集号，「贈与，基金，寄付」が出た（Schenken, Stiften, Spenden, 2007）。ここで
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眄 コッカは，当初，文化・芸術振興を意味する「メセナ」概念を拡大して，社会的分野を含めた「公共的目的の
ための私的財源の提供」と新たに定義することを提案したが，定着しなかった。Kocka/Frey, 1998, S. 7. なお，
ドイツ語の「市民社会」概念，および「市民社会」の歴史研究については，以下も参照。山本，2009。
眩 Kocka, 2000, S. 21f. コッカの市民社会論については，山口，2004。





































眞 Adam/Lässig/Lingelbach, 2009b, S. 9.
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